
－1－ 

 

 

 

 

 

 

 

ご 挨 拶 

会長 大橋 聖一(Ｄ４５)   幹事長 村瀬 由明(Ｄ５３) 

 緑会会員の皆様には益々ご健勝のこととお慶び申し上げま

す。日頃は、緑会の諸行事および運営に対し、暖かいご支援、

ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。以下、緑会の現状につ

いて執行側から見た概略を述べさせていただきます。 

 緑会の運営状況 リモート意見交換会と常任幹事会 

 コロナ下では対面での意思疎通が困難ですから、昨年から

リモート意見交換会を導入しています。皆様方からの意見を

いただき、それに続くメール会議で決定して最終決定とさせ

ていただいています。本来リモートで完結すれば、運営上容

易ですが、現実は各家庭の接続環境に依存するところが大き

いため、リモートで常任幹事会や総会の代替は時期尚早とさ

せていただきました。これは原因不明の接続困難が起きうる

こと、参加者が一部の方に限られること、参加者数が多くな

いという理由です。現状ではメール会議なら皆様方の参加は

可能でしょうから、参加できない不公平はないと思います。

一方、リモートでは東京支部、近畿支部の方の参加があり、

遠方からでも参加いただけるのは利点と思います。今後は有

利な点は生かしつつ、リモートと対面を併用するのが良いか

と思います。リモート意見交換会・メール会議は、秋から冬

にかけて三回開催し、さらに４月８日には第４回を予定して

います。意見交換会は役員以外の一般会員の参加もできます。 

 昨年度の総会の中止ときたる６月18日総会 

 昨年の総会は、コロナ下で収束を期待して９月11日に延期

し、ウインクあいちで開催を準備しましたが、残念ながら開

催一週間前に総会は中止と判断しました。本年は６月に対面

で行う予定で準備しています。学内での開催は現時点では困

難ですので、学外の会場です。コロナの再蔓延なら昨年同様、

直前の中止とメール会議の可能性もあります。その場合は緑

会のホームページに掲示しますので、直前一週間を目安にホ

ームページをご覧ください。行事の中止は容易ですが、対面

の開催は大変である一方有意義です。一般に、巷では講演会

は開催されていますので、出来る限り開催を図ります。 

 

 キャリアサポート交流会・懇談会とホームページに参加企

業情報の掲載継続 

 詳しくは担当の報告をご覧ください。本年度も残念ながら

リモートで開催を１月12日に行いました。リモートでは参加

企業が少ない、しかし学生の参加はほぼあるように思われま

す。参加企業の方からは対面が望ましいとの声をかねてから

聞いています。一方、世の中の就職活動においてはリモート

は定着しつつあるようにも見受けられます。昨年度の炎の就

職結果から見ると、多数ではありませんが、参加企業へはそ

こそこの就職者数にもなっているとも見られます。緑会とし

てはこのイベントを通して学生会員と、企業の方々を繋ぐ役

割になれば良いかと思います。また参加企業からは各社のプ

レゼンタイムの要望がありますが、時間の制約から検討中で

す。代わりに名古屋工業大学の化学系の学生の採用意欲があ

ることを通年で知っていただくために、緑会のホームページ

に参加企業の情報を残してあります。学生の方々は、これら

企業が名工大を評価し、採用意欲のあることを認識したいた

だきたいと思います。ホームページは手製で稚拙ですが、掲

載の意図はご理解ください。今後はこのページから名工大緑

会の支援企業がわかり、今後の就職活動やその後の技術者人

生での長い付き合いや、人脈作りに使えるように更に改善で

きればと思います。 

 最後に コロナ下で行事に参加するのはリスクテイクを個

人がどれくらい取れるかということだと思い知らされました。

日常の仕事と同じリスク管理でしょう。ですから総会には皆

様リスク取っておいでください。今回は会員同士の顔が見ら

れれば良い、楽しく懇談して親睦を深めれば良いかと思いま

す。そんなに苦労してリスク取ってまでとは思います。しか

し会わなければ疎遠になり、会そのものも萎縮します。人と

会うのは人脈になり、企業人社会から大学を支える大事なつ

ながりでもあります。このようなつながりから日本の工業会

の発展に寄与できれば嬉しいことです。個人意見になりまし

たが幹事長と会長からのあいさつとさせていただきます。 

                  （文責：村瀬由明） 
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ご 挨 拶 

生命・物質化学分野長 小澤 智宏 

 緑会会員の皆様におかれましたは、ますますご健勝にてご

活躍のことと存じます。本年度、生命・応用化学科の生命・

物質化学分野（Ｄ分野）の分野長を務めさせていただきます

無機化学講座の小澤です。どうぞよろしくお願いいたします。 

 毎年、緑会の皆様にはコラボ企画として実施しております

「化学公開セミナー」、「キャリアサポート交流会」において、

大変お世話になっております。この場をお借りして感謝申し

上げます。 

 さてコロナ禍が２年ほど前から始まり、大学の講義、多く

のイベントに対して種々の制限がかかり、場合によっては中

止なっておりました。上記の緑会とのコラボ企画もコロナ禍

以前と同様の対面での実施を企画しておりましたが、残念な

がら2021年度はオンラインでの開催となってしまいました。

幸い緑会幹事の皆様、会員様、本学教職員並びに学生にご協

力いただき、規模を大きく減ずることなく実施することがで

きました。本文執筆時（３月中旬）には、まん延防止等重点

措置が解除されることになり、今後は少しだけ自由度のある

活動ができるようになっていくことを期待いたします。 

 大学での生活環境ですが、大学院の講義は、原則的に動画

配信によるオンデマンド講義のみの実施、学部第一部では講

義科目はオンデマンドと対面併用、演習・実技科目は対面と

2020年度よりもやや緩和された条件での実施となりました。

2022年度も原則このシステムで開始する予定となっておりま

すが、コロナの緩和状況によっては、可能な限り対面を増や

していく方針と聞いております。このような不自由な状況の

中でも蔓延防止に努めつつ、できるかぎり人との接点を見出

せる環境に移行できればと考えております。 

 学科内での近況としましては、３月末をもちまして、長年

にわたり本学科の教育・研究・運営等にご尽力いただきまし

た高分子分野の山下啓司教授がご退職されました。また、生

化学分野の小笠原理紀准教授が、産業技術総合研究所にご栄

転となり、本学科を離れることとなりました。 

 天災、コロナ禍ならびに不安定な社会情勢など、皆様の生

活や学生の就職にも影響しかねない近況ではありますが、緑

会の皆様には、学生、教職員に対して今後も変わらぬご厚誼

を賜りますようお願い申し上げます。最後になりますが、皆

様のますますのご健勝とご多幸を祈願いたしましてご挨拶と

させていただきます。 

 

 

 

ご 挨 拶 

生命・応用化学科 Ｄ分野就職担当 加藤 禎人 

 緑会の皆様にはますますご健勝のこととお慶び申し上げま

す。皆様には日頃より本学、本学科へ多大なご支援をいただ

き厚く御礼申し上げます。昨年度に引き続き本年度も私が担

当させていただきます。次年度からは９年前のシステムに戻

り毎年就職担当が変わることになりますので、変わらぬご支

援をいただきたくよろしくお願い申し上げます。 

 この原稿を書いているのは２月上旬ですが、今年度は昨年

度より求人活動が各社ともかなり速い動き出しでした。すで

に内々定をいただいている学生も複数名おります。また、推

薦枠もあるのですが大きな会社は自由応募と変わらない厳し

い選考があり推薦応募でありながらも早々と選考漏れする学

生も多数見られます。やはり、相手からの質問に対し的確に

わかりやすく自分の考えを伝える能力が必要です。それは学

会発表など緊張感のある場で的確に質問に対し回答する能力

を養わなければならないと実感できます。２月現在では内定

者もまだ少数ですが、求人数がすでに170社、緑会主催のオ

ンライン会議には75社の参加があったことなど本学学生に対

する社会の要請は高いものであると実感せざるを得ません。 

 毎回同じことを書くのですが、個性を生かした自己表現が

最も重要です。なんといっても面接官の印象に残らなければ

なりません。企業も求人に対し必死です。もう一度、自分が

採用担当だったらどんな学生を採用したいかという立場に立

って面接に挑んでほしいと思います。短い学生生活ですが、

この時期に形成される知識や考え方は、これからの学生自身

の生き方を決めますので真剣に研究に挑んでほしいと思いま

す。 
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名工大メールアドレス取得・利用の勧め 

 

 現在、緑会ニュース「炎」は年一回発行し、郵送しており

ます。郵便料金と電子メールの価格差は今後ますます広がっ

ていくことを考えると、将来的には電子メール受信が可能な

方に電子メールに移行する必要があります。その際にメール

アドレスが必要となりますが、個人メールアドレスを収集し、

緑会で管理することは負担が大きく難しいためできません。

そこで、名古屋工業大学卒業生連携室が管理する名工大メー

ルアドレスを利用したいと考えております。卒業生の方なら、

生涯無料で利用でき、プロバイダの変更や退職等によりメー

ルアドレスが不明になることがない利点があります。下記に

申込方法を卒業生連携室HPより転載しましたので、ご利用

ください。 

 

名工大メールアドレスの申込みと登録情報の確認・変更

のお手続き 

                改訂 平成29年４月１日 

                   平成24年９月１日 

 

 名古屋工業大学では、卒業生の皆様に、生涯無料で利用で

きる名工大メールアドレス（Gmail）の提供をしております。

【※2012年３月以降に卒業された方々と、在学中の学生の皆

様には、既に名工大メールアドレス（Gmail）が発行されて

おります。】 

 このメールアドレス（Gmail）は、本学卒業生専用のドメ

イン「nitech.jp」を持ち、本学から定期的にお届けするメー

ルマガジンの配信アドレスになります（例：名工太郎さんの

場合、t.meikou.xxx@nitech.jp（xxxは３桁の乱数））。 

 また、メールマガジンをお届けする以外にも、皆様方の間

での連絡手段としてご利用いただけるだけでなく、メーリン

グリストやスケジュール管理などGoogleが提供する各種サー

ビスもご利用いただけます。 

 なお、ご登録いただきました個人情報については、本学で

適正に管理し、このウェブサイトに掲載している個人情報保

護方針の「個人情報の利用目的」以外には使用しません。ま

た、断りなく同窓会以外の団体や個人等に提供することはい

たしませんので、ご安心ください。 

 本サービスによって、皆様方の間での交流や本学との情報

交換がより一層促進されることを期待しております。 

 

名工大メールアドレスサービス（申込み、確認・変更） 

https://alum.nitech.ac.jp/service.html 

 

第13回化学公開セミナーについて 

 

 2022年度の化学公開セミナーは、６月に開催予定です。 

 開催については、名古屋工業大学 生命・応用化学HP 

http://lsac.web.nitech.ac.jp の新着情報をご確認ください。 
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  教員の異動（２０２１．４ 以降） 
退  職 2022年３月31日 山下 啓司 教授 

     2022年３月31日 小笠原理紀 准教授 

   
   
 

 
   
   

●博士後期課程● 
AGC若狭化学㈱，住友化学㈱，デンソー㈱，日本新薬㈱ 

   
●博士前期課程● 

アークレイ㈱，アイカ工業㈱，㈱アイシン，愛知中部水道企業団，

赤城乳業㈱，アクセンチュア㈱，朝日インテック㈱， 
㈱アドマテックス，アピ㈱，イビデン㈱，AGC㈱， 
㈱オープンハウス，キオクシア㈱，キッコーマン㈱，黒金化成㈱，

小島プレス工業㈱，四国化成工業㈱，シスメックス㈱， 
昭和電工㈱，住友電装㈱，住友理工㈱，セーレン㈱， 
積水化学工業㈱，ダイセキ環境ソリューション㈱，大同特殊鋼㈱，

大日本印刷㈱，太平洋工業㈱，田岡化学工業㈱， 
タカラベルモント㈱，竹本油脂㈱，中京化成工業㈱， 
㈱中電シーティーアイ，テルモ㈱，東亞合成㈱，㈱東海理化， 
東京エレクトロン㈱，東芝ライフスタイル㈱，東ソー㈱， 
東邦ガス㈱，東洋紡㈱，TOTO㈱，TOTOバスクリエイト㈱， 
凸版印刷㈱，豊田合成㈱，トヨタ紡織㈱，ドリームスデザイン㈱，

㈱名古屋化学工業所，名古屋工業大学大学院博士後期課程，

鍋屋バイテック㈱，日清紡ホールディングス㈱，日医工㈱， 
日産化学㈱，日清フーズ㈱，日星電気㈱，日本ガイシ㈱， 

 日本製鉄㈱，日本ゼオン㈱，日本特殊陶業㈱， 
㈱ノリタケカンパニーリミテド，パナソニック㈱， 
パナソニックエコシステムズ㈱，㈱フジミインコーポレーテッド， 
フタムラ化学㈱，プライム プラネット エナジー＆ソリューションズ㈱，

ブラザー工業㈱，㈱MARUWA，三井化学㈱， 
ヤマザキマザック㈱，山田コンサルティング㈱ 

 

●第一部● 

愛三工業㈱，愛知県警察，アソウ・アルファ㈱， 
㈱足立ライト工業所，アピ㈱，エステー㈱， 
㈱NSソリューションズ中部，NTTデータ東海，㈱オービック， 
㈱川本製作所，京セラ㈱，㈱東海理化，東京大学大学院， 
豊田テクニカルデベロップメント㈱，㈱長尾工業，名古屋市， 
名古屋工業大学大学院，林テレンプ㈱，ホーユー㈱， 
三菱電機エンジニアリング㈱，美濃窯業㈱，㈱メイテツコム， 
㈱リンクアカデミー 

 

●第二部● 

愛知電機㈱，イイダ産業㈱，イビデン㈱，㈱槌屋 

   

 令和４年度 緑会総会のご案内  
 

 緑会総会・講演会を下記の要領で開催いたします。開催場所が名工大ではありませんので、ご注意

ください。 

 同窓生をお誘い合わせの上、ぜひともご参加いただければ幸いです。 

記 

        日 時 令和４年６月18日(土）14時より 

        場 所 ウインクあいち11階 1102室 

            愛知県名古屋市中村区名駅4丁目4-38（名駅から徒歩５分） 

   ○総 会 

   〇大学近況報告 生命・物質化学分野長 小澤 智宏 教授 

   〇講 演 

        題目 「エンジニアリング企業の業務と最近の業界動向について」 

        講師 刑部 道博 氏（工業化学科昭和54年卒業） 
 
   〇懇親会は行いません。 

    ご参加いただける同窓生の皆様におかれましては、６月３日(金)までに、下記の事務局宛、 

    E-mailまたはハガキにて「氏名」「連絡先」をご連絡いただければ幸いです。 

    新型コロナウイルス感染症の状況悪化などによる中止の場合は緑会HPに掲示いたします。 

           連絡先 名古屋工業大学 緑会事務局 宛 

           E-mail：midori@ach.nitech.ac.jp 
           住所：〒466-8555 名古屋市昭和区御器所町 

   

 名工大、緑会、工業会ホームページの紹介  
 
               最新の情報をホームページに掲載しております。 

                   名工大HP   ：http://www.nitech.ac.jp/ 
                   緑会HP    ：http://www.ach.nitech.ac.jp/~midori/ 
                   名古屋工業会HP：http://www.nagoya-kogyokai.jp/ 
               住所変更などの連絡は以下にお願いします。 

                E-mail：renkei@adm.nitech.ac.jp 
                〒466-8555 名古屋市昭和区御器所町 卒業生連携室 
 

令和３年度卒業生就職先一覧 
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